
４

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
は
、
地
図
読
み
が
で
き
て
長
時
間
の
ラ
ン
も
得
意
な
は
ず

（
”
）
。
そ
れ
な
ら
ば
、
脚
に
自
信
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同
じ
時
間
に
ゴ
ー
ル

す
る
、
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
（
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
）
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

最
近
、
ラ
ン
の
一
競
技
と
し
て
人
気
が

出
て
き
た
け
れ
ど
、
ま
ず
は
お
さ
ら
い
を
。

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
は
、
地
図
を
片
手
に
時
間

内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
走
っ
て
回
り
、

そ
こ
で
見
本
と
同
じ
写
真
を
獺
影
し
て
得

点
を
競
う
と
い
う
競
技
だ
。
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
の
一
種
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

いが、⑪
個
人
戦
が
少
な
く
、
２
～
５
人
の
チ

ー
ム
戦
。
⑬
ポ
イ
ン
ト
を
回
る
順
番
が
決

め
ら
れ
て
い
な
い
。
③
制
限
時
間
が
決
め

ら
れ
て
い
る
。
④
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

ほ
ぼ
同
じ
時
刻
に
戻
っ
て
く
る
。
⑤
ポ
イ

ン
ト
の
合
計
点
数
と
時
間
で
順
位
が
つ
く
。

⑥
通
過
証
明
に
、
電
子
カ
ー
ド
の
代
わ
り

に
同
じ
構
図
で
写
し
た
写
真
を
使
う
。
⑦

制
限
時
間
は
３
～
５
時
間
な
ど
の
ほ
か
、

世
界
戦
は
型
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
特
徴
や
ル
ー
ル
が
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
進
行
が
独
特
な
の
で
、
時

系
列
的
に
書
き
出
そ
う
。

学
校
の
体
育
館
に
佳
盃
口
し
て
地
図
を
渡

さ
れ
る
も
の
の
、
開
封
は
禁
止
。
鋤
分
前

に
な
っ
て
、
み
ん
な
一
斉
に
開
封
し
作
戦

会
議
を
ス
タ
ー
ト
。
遠
く
に
あ
る
高
得
点

ポ
イ
ン
ト
に
目
が
い
く
が
、
「
周
り
に
（
つ

一フォトロゲとは？

舅況、ある日のフォトロゲ〕 ー

い
で
に
取
れ
る
ポ
イ
ン
ト
が
）
何
も
な
い

か
ら
効
率
が
悪
い
！
」
「
こ
の
エ
リ
ア
は

低
い
点
数
だ
け
れ
ど
、
ま
と
め
て
高
得
点

を
狙
え
る
！
」
な
ど
と
、
エ
リ
ア
ご
と
に

分
割
し
、
点
数
を
比
較
す
る
。

例
え
ば
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
↓
Ｄ
の
順
で
回
る

が
、
時
間
が
な
け
れ
ば
Ｃ
は
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
代
案
が
あ
る
と
、
現
場
で
慌
て
ず
に

済
む
。
決
め
た
ら
、
エ
リ
ア
の
枠
や
移
動

ル
ー
ト
に
線
を
引
く
。
濃
い
線
を
引
く
と

下
の
文
字
が
読
め
な
く
な
る
の
で
、
消
せ

る
蛍
光
ペ
ン
を
用
意
し
て
お
こ
う
。

〔
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

］

作
戦
は
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
方
向
へ
一
斉
に
走
り
出
す
。
そ
れ
で
も

同
じ
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
す
人
は
い
る
も
の

だ
。
前
の
人
に
つ
い
て
い
く
と
、
最
初
の

ポ
イ
ン
ト
ぐ
ら
い
は
分
か
っ
て
し
ま
う
。

次
第
に
バ
ラ
け
て
い
き
作
戦
通
り
に
進
む

が
、
現
在
地
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
常
に

地
図
を
指
で
抑
え
て
お
く
の
が
コ
ツ
だ
。

橋
、
交
差
点
、
道
標
は
貴
重
な
ヒ
ン
ト
だ

し
、
鉄
塔
や
送
電
線
は
遠
く
か
ら
で
も
見

え
る
の
で
便
利
。
ま
た
、
壁
の
色
や
柵
の

形
な
ど
、
写
真
の
背
景
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

神
社
仏
閣
は
見
つ
け
や
す
い
が
、
三
角

点
は
、
低
く
て
小
さ
い
の
で
探
す
の
に
時

一中盤から終盤へ

ー

入
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１今月のお気に入り
バックに放り込みたくなるバーナー-BRSのﾁﾀﾝﾊｰナーー
ーーーー'＝・'．。.-ー＝ー＝ー'ローーーー･･･，ﾛ･＝ー-･ロ･ー．･･'ﾛ･ーーー-・ー｡.。ーー‘ローロ｡。'・ー'ローー‘･-ー'ローー'ロー一‘ﾛ｡ー＝ー＝ーー-。

広げると余裕でカップを載せられ
る大きさになり、畳めばバーナー
の直径内に収まる｡
点火装置はないので別に用意す
る必要があるが、ここは小型・軽
量で安価なBIC社の「ミニライ
ター」を指名買いしたい。
実際に、２５℃の水300ccが
３分ほどで沸騰した。フオトロゲ
の作戦変更会議中に沸いてしまう
スピードだ。
カップにガスとバーナーとライ
ターを入れて、寒いトレイル上で
温かいものを飲もう！

「途中で温かいものを飲みたい１
でもあまり荷物を増やしたくな
い！」といった場合は、小型・軽
量のバーナーが重宝する。BRS
は、カップにガスとバーナーが収
まってしまうコンパクトさが特徴
だ。本体はチタン製なので、２５g
という軽さ。せっかくだからカッ
プも、軽量のチタンかアルミ製の
ものを用意したい。
バーナーは直径が約１cmと小さ
く、炎は狭い範囲に収まるので、
カップが小さくても外に逃げる熱
は少ない。ゴトクは折り畳み式で、

、、ａａ

研
が○’一バー

クト
いし
℃の水300[

・フォト掌のつ皿○○℃

掌のつ皿○○℃
と
寒

ス
、

ガ
て

約2000円約2000円 Runn i n9moqo z i n eCou r i r９６〉ｎｌｑＤ 耳 ’

フ
オ

卜
口

ゲ
イ
二

ン
グ
入
門

地
図
読
み
も
走
力
も
ア
ツ

ブ



トレイルランニングをこよなく愛する人たちに贈るディーブな情報

１２
Ｌ

一

期

（上)フォトロゲの地図。ポイントには
○と点数が併記してある
（左）トップの足取りを見て､こっちか

｜誌鰹諒った.などと意見交換す

間
が
か
か
る
。
ま
た
、
サ
イ
ズ
や
設
置
場

所
も
重
要
で
、
高
さ
１
ｍ
と
予
想
し
た
道

標
が
、
ｍ
だ
っ
た
り
、
ボ
ト
ル
形
の
道
標

が
高
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
り
と
気

が
抜
け
な
い
。
残
り
約
扣
分
に
な
る
と
、

時
間
が
気
に
な
る
の
で
ゴ
ー
ル
近
く
の
エ

リ
ア
に
移
動
す
る
。

〔
ゴ
ー
ル
し
た
ら
計
算
一

ゴ
ー
ル
に
近
け
れ
ば
前
の
人
を
追
い
か

け
る
手
も
あ
る
が
、
そ
の
人
が
道
を
間
違

え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
慎
重
に
。

最
後
に
受
付
の
電
波
時
計
を
写
し
て
ラ
ン

は
終
了
。
通
過
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
書
き
出

し
て
合
計
点
を
出
し
、
写
真
と
照
合
し
て

も
ら
っ
て
結
果
を
待
つ
。

そ
う
す
る
う
ち
に
、
鋤
分
遅
刻
し
て
得

点
は
マ
イ
ナ
ス
１
２
０
０
点
！
な
ど
と

磯
霧

=這召-

そ
の
場
限
り
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
情
報

も
生
か
し
て
探
そ
う
。
山
中
で
ト
レ
イ
ル

に
戻
る
新
し
い
足
跡
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、

そ
の
先
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
も
。
ビ

ギ
ナ
ー
だ
と
、
つ
い
「
あ
っ
た
あ
あ
あ
！
」

と
叫
ぶ
人
も
い
る
。

遅
い
人
も
速
い
人
も
同
時
に
ゴ
ー
ル
す

る
か
ら
、
反
省
会
も
や
り
や
す
い
。
知
力

と
体
力
の
両
方
を
使
う
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
で
、

楽
し
く
長
時
間
走
っ
て
し
ま
お
う
。

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
に
な
る
と
、
現

在
地
と
目
的
地
が
分
か
っ
た
ら
、
コ
ン
パ

ス
を
頼
り
に
山
中
を
直
進
し
て
タ
イ
ム
を

稼
ぐ
。
道
を
外
れ
て
谷
を
下
り
て
上
り
返

う
か
い

す
こ
と
で
、
迂
回
し
た
ト
レ
イ
ル
を
進
む

よ
り
も
、
鋤
分
も
短
縮
す
る
選
手
も
い
る
。

エ
リ
ア
内
に
甘
味
処
や
土
産
物
店
が
あ

る
場
合
、
そ
こ
で
食
べ
る
と
制
限
時
間
が

数
分
長
く
な
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
場

合
も
。
お
い
し
い
以
上
に
作
戦
の
見
直
し

が
で
き
る
の
で
、
大
い
に
活
用
し
よ
う
。

交
通
機
関
が
使
え
る
大
会
も
あ
る
。
し

か
し
、
待
ち
時
間
や
移
動
を
考
え
る
と
微

妙
な
場
合
も
あ
る
。
使
う
な
ら
一
気
に
遠

く
ま
で
行
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
な
が
ら

帰
る
、
な
ど
と
効
率
良
く
活
用
し
よ
う
。

い
う
ほ
ほ
え
ま
し
い
（
？
）
チ
ー
ム
も
ゴ
ー

ル
を
迎
え
る
。
全
員
分
が
出
そ
ろ
う
と
、

点
数
や
足
跡
が
貼
り
出
さ
れ
て
表
彰
式
。

「
こ
こ
を
通
れ
ば
よ
か
っ
た
！
」
な
ど
と
、

地
図
を
見
な
が
ら
感
想
を
述
べ
合
う
の
も

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
な
ら
で
は
の
風
景
だ
。

一その場の情報も生かす！］

ヨ
ン
バ
ス
直
進

Ｊ

［グルメボイントとは？

』

一
交
通
機
関
Ｏ
Ｋ
の
大
会
も
！
一Ｌ ゴ

吉本亮
２００２年に富士登山競走に
出るも８合目手前で失格。同
年の初マラソンは福知山で
４時間。体育の日はハセツ
ネ。１８年も第２関門で焼肉
を楽しみ､飲んで寝てから２３
時間でゴールしました。
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浅間嶺から温泉センターヘーハｾﾂﾈｺｰｽのど真ん中一
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せん1γんれい ひのはらむら

浅問嶺（東京都桧原村）はハセスタートしてからずっと緩やか良くないためか、混雑することな
ツネのコースのど真ん中にあるもな上りが続き、２時間強で浅問嶺く、のんびりできるのがうれしい。

掌へ匙裁のの、レースで使われることがな展望台に到着する。展望台の手前もちろん食堂もあるのでバスの時
いのでトレイルランナーには認知には広場があり、休憩所、トイレ、間まで反省会ができ、バス停は温
度が低い。最寄り駅は、ハセツネベンチもある。風が吹かず平坦な泉から１分だから、ギリギリまで
と同じJR武蔵五日市駅。そこかので、ここでお弁当を食べるハイ楽しめる。

１Ｊ守さわ ← 都 民 の 森 ・ 三 頭 山 ］ら バ ス で 「 払 沢 の 滝 入 口 」 行 き に カ ー も 多 い 。 こ の コ ー ス は 逆 ル ー ト だ と 下 り
乗って２５分、終点「払沢の滝入展望台がピークでここから後半基調で、最後はグルメボイントで
ロ」が出発点となる。時間の都合戦として温泉を目指すが、しばら終わる。その場合、温泉はバス路
で「数馬」行きのバスに乗るなら、くは平坦が続いて下りは少ない。線の途中にある瀬音の湯がお薦め。
「本宿役場前」で降りても500mトレイルから舗装路に出たところ

東京駅を発着点としてで「払沢の滝入口」に着く。滝がが浅間尾根登山口で、約１５分で 時間:電車で片道約1時間半コースタイム約４時間観 光 名 所 と な っ て お り 、 土 産 物 店 数 馬 の 湯 に 到 着 す る 。 風 呂 温 泉 セ ン タ ー 数 馬 の 湯
や 食 堂 な ど が あ る の で 便 利 だ 。 こ の 温 泉 は 駅 か ら の ア ク セ ス が 特 徴 : 眺 望 良 し ､ 温 泉 卒 折

一 ノ

のがう
ので（
、バス

のんびりできるのがうれしい。温泉ｾﾝﾀｰ
鞭箪たるん食堂もあるのでバスの時

で 反 省 会 が で き 、 バ ス 停 は 温 一
＆ら１分だから、ギリギリまで

める。 ←都民の森・
のコースは逆ルートだと下り
で、最後はグルメボイントで
る。その場合、温泉はバス路
途中にある瀬音の湯がお薦め。

東京駅を発着点として
時間:電車で片道約1時間半コースタイム約４時間
風呂温泉センター数馬の湯
特徴:眺望良し･温泉至近

滝入口
● -
本宿
役場前

で卜し
低い。

ので
が低

Ｉ

ノ

ー
、

ナ
は ンチもある。

で、ここで釧
かず
食べそこ ←都民の森・＝頭''１ 武蔵五日市駅→

‘ 終点「
となる。

で、最後↓
る。そのｊ
途中にあ’

ント
バス

…･秋ごろに､またたびの実を拾う人をよく見かける(筆者には､またたび酒はあまりおいしいとは思えない)。
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